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全学共通カリキュラム運営センター歴代部長座談会 

 

    寺﨑 昌男（本学学院調査役 初代部長） 

    所  一彦（本学名誉教授 第２代部長） 

    庄司 洋子（本学社会学部教授 第３代部長） 

    山本 博聖（本学理学部教授 現（第４代）部長） 

    司会：青木 康（本学文学部教授） 

 

[全カリ 10 周年] 

 

○青木 では、よろしくお願いします。

全カリ 10 周年ということで、いまから

歴代の４人の運営センター部長を囲ん

で、座談会をさせていただきたいと思い

ます。司会はこれまでいろいろと全カリ

に縁があったということで、青木が務め

させていただきます。 

 お手元に今日お話いただく素材にな

ると思われる事項を載せた年表（40～41

ページ参照）を用意しました。そこにあ

るように、ここ 10 年間、実際はもう少

し長い期間、全カリにかかわる歴史が流

れていると思うのですが、その大きなこ

とがらだけ、少し最初に私がまとめてご

紹介させていただいて、その上で歴代の

部長からいろいろなお話をうかがうと

いう形をとりたいと思います。 

 それで、全カリ 10 周年というのは、

実はこの座談会が活字になって、皆さん

の目に触れるのがおそらく 2007 年の春

ということで、それが、現在の全学共通

カリキュラムのもとになる新しい教養

教育のカリキュラムが全面的に展開さ

れた1997年４月からちょうど10年にあ

たるということなわけです。 

 全カリ 10 周年と銘打ってこの座談会

を開かせていただいているのですが、実

際はその前の前史というものを私たち

はむしろ大切にしたい。これは歴代部長

も同じお気持ちではないかと思うので

すが、やはり、立教の全カリというのは、

その前の一般教育部の長い教養教育に

関する取組みを大切にして、出発してい

るということが非常に大事ではないで

しょうか。年表を見ると一般教育部の設

置は 1955 年ということですから、40 年

間の歴史がそこにあって、その上で全カ

リがあると言えます。 

では、そういう一般教育部の伝統があ

ったなかで、なぜ全カリが出てきたか。

これはいろいろな説明の仕方があるか

と思うのですが、ひとつは、やや私の独

断的なところもあるかもしれないので

すが、学士課程教育というような言い方

がだんだん出てきて、1 年生に入ってき

た学生を４年間トータルに育てて卒業

させていくというような視点が、だんだ

ん強くなってきたことが考えられます。

一般教育部が責任をもって最初の２年

間のいわゆる教養教育を行い、３年生、

４年生は専門学部の専門教育だという

方式は、それはそれでメリットがあるの

だけれども、やはり、４年間をトータル

にと言ったときに、所属学部が責任をも

って１年生から４年生を見るのだとい

う考え方になり、一般教育部による教養

教育から全カリへという変化につなが

ったということが基本にあっただろう

と思っています。全カリ以前の話になり

ますが、専門学部がさまざまな教育的な

特集 『全カリ 10 年』を振り返る
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試みのなかで自学部の１年生、２年生に

はこういうことをやらせてみたいと思

っても、どうしても部が異なるというこ

とで、うまくいかないという経験をして

きたと。それをどう乗り越えるのかとい

うことで、全カリが始まったのだと解釈

しています。 

 では、どういうふうに変えていくのが

いいかということになったときに、この

点は非常に大切な点ですが、実は５年間

くらいかけて準備をしている。その上で、

1997 年度から新しい全カリが全面的に

展開されているのです。その準備の過程

で一番言われたのは、学生の視点をどう

やってカリキュラムのなかに生かすか

ということだと思います。あとでカリキ

ュラムの新しい工夫といった話題に触

れるところでも、それが学生にとってど

うかという議論が当然出てくると思う

のですが、やはり、学生の視点を非常に

大切にするということをひとつのキャ

ッチフレーズにして、全カリというもの

を作っていったということは強調して

おきたい。 

 カリキュラムとしての全カリが本格

的に展開したのは1997年ですが、実は、

運営組織としての全学共通カリキュラ

ム運営センターは1994年の 12月にでき

ていました。実際のカリキュラムが実施

される２年４カ月も前に、そのカリキュ

ラムを運営す

るための組織

ができて、本格

的な準備に入

ったのです。し

かも、その運営

センターの開

設前に、全カリ

の大枠はこう

いうふうにや

るのだという

ようなプラン

作りは、さらに

２年以上かけてやってきていました。こ

の全カリの非常に手厚い作り方は、前史

のひとことで片付けてしまってはいけ

ないぐらい大きなものがおそらくある

だろうと思っています。そういう準備過

程を経て、1997 年に満を持して新しい教

養教育が始まりました。それがいまから

10 年前ということになります。 

 1997 年の全カリの展開後で年表にあ

るのは、まず、1998 年に新座キャンパス

（当時の名称は武蔵野新座キャンパス）

に２つの新学部、観光学部とコミュニテ

ィ福祉学部が誕生したことです。全カリ

は基本的には全学、各学部がともに支え

合うというものですから、原理的に言え

ば学部の数がいくつになろうが、そのこ

と自体、本質には影響がないとは言うの

ですが、しかし、これで本格的に２つの

キャンパスそれぞれに学部があるとい

う状態になりました。そのことは、現実

の全カリの運営ということを考えたと

きには、やはり大きな意味をもってくる

問題だろうと思います。全カリの運営が

難しくなるといったことも含め、新座キ

ャンパスでの新学部開設は、全カリにと

って、やはりひとつの節目と言えるかな

と思います。 

 次に、1997 年に全面的に新しい全カリ

を展開してから４年後、2001 年４月に、

全カリのなかの２つの大きな区分け、言

語と総合のうち、総合の部分について、

かなり大きな改革が行われました。これ

も、準備に時間をかける全カリらしく、

実際には 1999 年度ぐらいからかなり本

格的に議論をしていったと思います。そ

れで、2001 年度に新しい総合のカリキュ

ラムが始まりました。後ほど話題になる

かもしれませんが、例えば、立教科目と

いうような、新しい科目のグループがで

きたということですね。 

 さらに、2006 年度、今年度ですが、２

回目のやや大きなカリキュラム改革が

ありました。どう呼んだらよいか分から
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ないので、2006 年度カリキュラムと申し

ておきます。2001 年度と異なり、2006

年度カリキュラムの場合は、新しい学部

が２つ本学に誕生するという全学的に

見ても大きな教学改革に合わせる形で、

全カリの改革も進んだということかと

思います。 

 さて、10 年間をざっと振り返ってみる

と、そんなことだったと思います。カリ

キュラムの全面展開のところまでは初

代の部長である寺﨑先生にずっとリー

ドしていただいて、現実に始まってみて、

いろいろな問題がある、特に新座で新し

く科目を展開しなくてはならないとい

うようなところは、２代目の所先生にカ

バーしていただいた。1997 年に新しいカ

リキュラムが始まって４年経つと、卒業

生が出る。だいたいそのころをめどに、

第１回目の本格的な見直しということ

で、2001 年の改革をやる。準備の最初の

ところは所先生にリードしていただい

て、そのあとを第３代部長の庄司先生が

受けて、現実の改革が実施されたという

流れかと思うのですが、全カリの年表と

して見たときに、これもやはりそれなり

に大きな節目と言えるのではないだろ

うかと思える事柄があったら、４人の部

長の方から出していただき、それはそう

いうこともあったねというように確認

してみたいと思うのですが、どうでしょ

うか。 

○山本 全カリの年表での寺﨑先生の

ところに書いてある『大学教育研究フォ

ーラム』のともかく発刊というのが、僕

はすごく大きいと思うのです。カリキュ

ラム、運営組織と並ぶ全カリの３つの柱

の３つ目、教育改革の運動体であるとい

うことを発信するのだと言うわけです。

そういうことを最初からきっちりと、位

置付けている。これが非常に大きいので

はないかと僕は思っています。これはす

ごい皆さんのエネルギーが詰まって、最

初からとにかくスタートしていたから、

今までずっと続いていて、それは大きい

なと僕自身は今すごく感じています。 

○寺﨑 全カリからの発信としてもう

一つ、『ニューズレター』の発刊も大き

いですね。ものすごく忙しいときに、そ

の２つをともかく出すって、出しちゃっ

たでしょう。 

○所 あれはいつからですか。 

○寺﨑 1995 年の７月ぐらいだったか

な。 

○青木 正確に覚えていらっしゃる。

1995 年の７月ですもんね。 

○寺﨑 大変だったのです。 

○青木 それから、こちらの雑誌の形を

した『フォーラム』のほうは 1996 年の

春ですから、いずれにしても、その年度

中。先ほどちょっと触れたのですが、運

営センターは1994年の 12月にできてい

るのですが、1995 年度が本格的な活動の

最初の年度ということになる。その年の

夏にもう『ニューズレター』が出て、そ

して、その年度末にこの『大学教育研究

フォーラム』が出ている。しかも、その

第１号の特集タイトルというのが「大学

教育改革」だ。まさに全カリには、一般

教育というように狭い意味のことを考

えるのではなくて、大学教育改革という

ものをわれわれはやるといった熱意が

あった、それがタイトルにも表れていま

すね。 

 

[学部委員の役割] 

 

○寺﨑 この誌名を何にするかで、法学

部からの運営委員だった栗原彬先生と、

理学部の運営委員で三木瑛一先生、この

お二人が創刊時の担当だったのですよ。

お二人が「『大学教育研究年報』とか、『全

カリセンター紀要』とかにしようかなと

思うのですけれども」と言われたのです

が、僕はその前に物好きな人が調べた調

査結果を知っていました。「紀要」とか

「年報」とかを出すと１本あたりの読者
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数が 1.02 人ですってね。その１は書い

た本人だって。それを聞いていたから、

やめませんかって言った。「フォーラム」

がいいのではないかって話にともかく

もなった。で、『大学教育研究フォーラ

ム』にして、「研究」は入れましょうと。

いいですねって、今の誌名になっちゃっ

た。 

 大きさ、判型（B５版）は決まってい

たけど、表紙は決まってない。ところが

できあがってきたら、ものすごくいいじ

ゃないですか。「どこからこれを採った

のですか」って、栗原先生に聞いたら、

ちょうど机の上にコロンビアだったか、

ＭＩＴだかから送られてきた年報があ

ったのですって。それがよかったので、

採っちゃった。それが起こりですよ。 

○青木 ああ、すみません。そういう意

味では、あとでする予定の運営組織の話

に踏み込んじゃうみたいなのですが、や

はり、各学部から出ている運営委員とい

うのが、各学部のある意味では利害代表

としての部分は当然あるのだけれども、

同時に全カリという組織の、一種の内閣

を構成して、それぞれが担当部局を持っ

た大臣みたいに働く仕組みができたこ

とが重要だと思います。こういうアイデ

アはたぶん寺﨑先生の頭のなかにあっ

たのだと。比較的早い段階で、ぜひそう

いう形で分担をお願いしようと寺﨑先

生がおっしゃって、それで。 

○庄司 私は準備委員会の段階から何

だか本当に訳も分からずかかわったの

ですよ。 

○寺﨑 先生も初代の運営委員だった

んですよね。 

○庄司 というのは私 1990 年に立教大

学に着任しているので、新米教員ですよ

ね。ちょうどこの年表の始まるあたり、

まさに全カリの申し子のように立教に

来ちゃったという感じで。何が何だか分

からないにもかかわらず、ここに出るよ

うになってみたら、ものすごいわけです

よ。毎回会議といったら夜の 10 時でも

11 時でも誰も微動だにせず、わあわあ。

本当にわあわあという感じなのです。黒

板に次々書いて、これっていったい何な

のだろうって。 

 だから、今、改革、改革と言うけれど

も、あれが改革でなくて何であろうとい

うぐらいの熱でしたね。私はすごい大学

に来ちゃったなって、あのとき思いまし

たものね。何だ、これはって。あのころ

全国的に見たら、いわゆる一般教育の先

生方というのは、失礼ながら眠ったよう

な状況にあったと思うのですね。でも、

そういう人たちが、ここではがんがん。

それに対して、学部の先生方もがんがん。

もう私は本当にびっくりしていたので

す。そういう意味では、掛け声だけ改革

って言っていたとか、看板をそういうふ

うに掲げたというのではなくて、ものす

ごく内実のあるものだったと思います

ね、この準備段階は。 

○所 こんなエネルギーはどこから来

たのですか。 

○庄司 本当にそうですよね。 

○山本 そういう仕掛けは寺﨑先生が

考えだされたのですか。 

○寺﨑 いやいや、とんでもない。発足

してからは考えましたけれども。全カリ

というのは、その前からまことに知恵に

満ちた組織だったというか、すごいから

くりですよね。 

○庄司 それね、誰が考えたの。 

○所 塚田理先生（総長 1994 年～1998

年）はどこから、そこにかかわっておら

れたのですか。 

○青木 塚田先生は文学部長としてで

す。もともと 1991 年にいわゆる大綱化

の話が出ますでしょう。あの前後のころ

から一般教育部のなかで、1990 年代の新

しい状況下にどういうふうに教養教育

をしていくのかを考えないといけない

という流れがあったのですよ。それで、

一般教育のあり方を変えることを考え
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ていこうということを、おそらく一般教

育部から部長会に問題提起していて、実

はそれは大綱化以前なのですよね。もち

ろん大綱化が、ああいう形で出るという

ことは、情報としては当然入っていたと

思いますけど。 

 そのあと、公式に、大綱化、要するに

文科省からの動きが出てきて、それと結

び付いて、では、どういうふうに変えて

いくかというふうに組織が作られた。２

度にわたって、審議会みたいなものが設

けられて、それで、全カリの大枠ができ

て、そして、そのあと今度は運営センタ

ー準備委員会ができて、やっとその次に

運営センターって。だから、さっき庄司

先生が言われたみたいに、準備の段階に

ものすごく力を入れているんですね。 

○庄司 要するに、あれがすごいと思っ

たのは誰がリーダーとか、そういう感じ

じゃないの。もう、みんなリーダーみた

いな感じでね、大変な、組織とは言えな

いような、すごい状態だったのですよ。 

○青木 そうですね、塚田先生も 1994

年に総長になられますけれども、その前

は文学部長として、この改革の問題にか

かわっていらして、かなり熱心でいらし

たのですが、その一方でやはり社会科学

系の各学部の先生方が、教養教育と自分

のところの専門教育とをどうつないで

いくかということについて、かなり真剣

に考えられていた部分が大きかっただ

ろうと感じます。 

○寺﨑 それにしても教育研究室をベ

ースにおいて、その次に構想小委員会が

あって運営委員会でしょう。私もさらに

数カ月経たないと理解できませんでし

たね。 

○庄司 あの組織は誰の発明なのです

か。私は寺﨑先生が相当かんでおられる

かと思ったけれども。 

○青木 あれはたぶん寺﨑先生の発明

ではない。 

○寺﨑 とんでもない、とんでもない。 

○庄司 そうですか。もっと前の、前の

ところですね。 

○青木 むしろ部長会のなかでものす

ごく議論していた。私はかかわっていな

かった時期ですけれども。 

○寺﨑 私は青木さんだと思っていま

したがね。 

○青木 いや、いや。新しくできてくる

組織のあり方ということについて、多分

部長会で一番頑張られたのは当時の全

学カリキュラム検討委員会委員長の淡

路先生と聞いています。 

○寺﨑 淡路先生。なるほど。あれは本

当に知恵者がつくられたシステムです

よ。 

○庄司 そうですよね。だけど、あれが

分かるのにすごい時間がかかるのです

よね。勉強をずっとしていかないと分か

らない。 

○寺﨑 慣れるのに本当に時間がかか

った。しかし所先生の言葉を借りると、

永久革命が可能なシステムになっちゃ

っているのですよね。 

 

[教養教育と一般教育部] 

 

○青木 すみません、全カリの教育の方

へ少し話を移したいと思います。一般教

育の課題と全カリ改革ということです

けど、まず、何をするのかという目標で

すね。それで、全カリでは「専門性に立

つ教養人の育成」という表現というか目

標を掲げました。 

 従来、大学教育、例えば 1990 年代の

初めぐらいまでというのは、やはり、大

学というのは専門教育が大切ですと。専

門人を作るのだけれども、やはりそれに

は教養がなくてはということで、「教養

ある専門人」というような表現があった。

それがこの表現に変わった。この全カリ

が大切にしてきて、今や立教大学全体と

しても、大学教育とはこういうものだと

いう議論をするときに使われる「専門性



11 

寺﨑 昌男 

に立つ教養人の育成」という表現は、私

の記憶では寺﨑先生が最初に言われた

のだと思うのですが、寺﨑先生からその

あたりのことをお話ください。 

○寺﨑 1992 年 10 月に立教に移ってき

て、１年ちょっとたったところで全カリ

の準備委員会に入って、運営センターが

できて、部長だということで、とにかく

無理やり座らされたわけです。そのとき、

どんな組織ができるにしても、専門学部

の先生方が協力されないのではないか

というのが僕は一番怖かったですね。と

ころが、現実には、非常に優れたメカニ

ズムがあるので、専門学部からは、先ほ

ども話していたようにチャンピオンが

委員として出てこられることになった。

そしてその会議がまことに中身濃く出

発するということになったのです。 

 全カリはあらゆる学部が協力しなけ

れば絶対成り立たないカリキュラムプ

ランなのだけれど、それに向けてなんと

か先生方を説得するにはどうしたらよ

いか、とつおいつ考えていました。そこ

ではっとひらめいたのがあの表現なの

ですね。 

というのは、戦後大学教育史を僕はそ

れまで勉強してきて、いろいろな団体や

グループの意見を聞いたりしていまし

た。これまでの通念はたしかに「教養あ

る専門人」をつくる、ということだった。

しかし、これからは大きく変わらなくち

ゃいけないという気持ちがどこかにあ

ったのです。それを専門学部の先生方に

わかるような形で、明確に言う言い方は

ないかなと思っていたときの産物でし

た。それでも、僕のコピーにしてはえら

く長生きしていて、とてもうれしいので

す。 

 一方で、僕の当時の心理的な事実から

言うと、やはり解散が予定されている一

般教育部の先生方のメンタリティーの

ほうが重かったのです。学部への分属が

次に来るでしょう。まず３分野の先生方

の分属があ

って、その

次に保健体

育と外国語

の先生方、

こちらの分

属が次に来

るであろう。

一般教育部

という組織

はその前に

解散する。

その先生方

は旧一般教

育課程を持っていらっしゃる。その責任

も、一般教育部が大学教育研究部に変わ

ったところで、全カリに移りました。つ

まり、こわしながら当分は協力をお願い

しなくちゃならないのです。 

○山本 1995 年のころですか。 

○寺﨑 1995 年ですね。1995 年３月に

一般教育部の解散声明が出されて４月

から変わったでしょう。あの変化のとき

に、一般教育部長はいらっしゃらなくな

ったので、結局、旧来の一般教育の試験

の監督等の責任は、全部全カリ部長のと

ころに来たわけですよね。だから、新し

いのも考えていかなくちゃいけないし、

旧課程の分の責任も相当負わなくちゃ

いけないというなかで、やっと、いろい

ろ分かってきましたね。やはり、大学が

ひとつの組織を解散するというのは大

変なことで、しかもその解散の渦中にい

らっしゃる先生方というのは、非常に大

変なのだと思いました。立教の学内のこ

とではなくて、他大学のことで、悪いう

わさもいっぱい聞いたのです。 

 当時、大綱化以降は、あっちこっちの

大学で教養部が解散していますからね。

そうすると、起きてくる事柄は２つあっ

て、ひとつは国立大学ですけれども、分

属された先生たちが一切一般教育の方

には出てこない。全員が持つのだ、全学
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出動態勢だなんて口では言っているけ

れども、いったん巣穴に入った先生方は

もう出てこない。立教でもそれが起きる

のではないかとまず想像しましたね。 

 ２番目はもっと激しい分かれ方をし

た私立大学があるのですけれども、そこ

は一般体育や外国語の先生を含めて、全

員一般教育への出講をはっきり拒否し

ている。そもそも教養部の解散のしかた

に問題があったのですね。解散のしかた

に問題があるときには、そういうふうに

なってくる。そういう事態に陥ることす

ら、僕は一時期感じましたね。けれども、

それらは、当時の立教では杞憂でした。 

 やがて大学教育研究部の部長の朝比

奈誼先生がちゃんと全カリ運営センタ

ーの運営委員会に参加されました。そこ

でいろいろな説明をされるのは、非常に

私にとっては有益でしたしね、皆さんに

とってもそうだったと思う。 

 そういうなかで出発しましたので、こ

の「専門性に立つ教養人の育成」という

スローガンは、当初は専門向けに、学部

向けに出したのです。ところが、それが

非常に抵抗がなかった。これまた不思議

でした。 

○青木 正直言って、僕もそういうこと

を言うと専門学部の先生方に失礼な言

い方だけれども、怒るかなと思っていた

けど、非常にすんなりといきましたね、

あれは。 

○寺﨑 結局は、先ほどおっしゃったよ

うに、学士課程教育をまとめてどう考え

るかという、その下地があったのですね、

立教のなかに。非常にそれがよかったと

思いますね。 

○青木 この全カリを説明する理念的

な外皮は、全カリの準備過程としては比

較的終わりの段階に近いところ、たぶん

1996 年度の終わりの頃になって出たよ

うに思うのですが。 

○寺﨑 言ったときですか。 

○青木 ええ。 

○寺﨑 言い出したのは覚えています。

1995 年４月の運営委員会でした。 

○青木 あれ、1995 年度最初の運営委員

会でしたっけ。 

○寺﨑 ええ、全カリが正規に発足して

最初に言いました。1995 年４月です。 

○青木 全カリの準備って、かなりその

前からやっていたので、勘違いしてしま

いました。 

全カリの基本的なプラン、例えば、異

文化理解みたいな側面が大事だという

ようなこととかは前から言っていて、

1995 年ぐらいからはやや細かい議論を

盛んにしたんですよね。けれども、各言

語がきちんと、変な言い方ですが、個々

の先生方の個人芸に依存しないという

のですかね、言語として統一したプラン

を持ち、それに基づいて教育をするのだ

といった論点は、随分早い段階から出て

いたような気がします。そういったやり

方のある意味では集大成として、全体と

して４年間で教養人を作っていくのだ

と、こういうことなのかなと感じました。 

○寺﨑 繰り返しになるところがあり

ますが、補足的に付け加えると、1995 年

４月をどうして正規の発足と言うかと

いうと、一般教育部の解散がその前にあ

ったからですね。その後継組織で、保健

体育と外国語の先生方が属した大学教

育研究部で部長が選出されて、その部長

が全カリ運営センターの運営委員会に

参加されることになった。これがちょう

ど４月の運営委員会です。ですから、本

当に制度的な意味での「全カリ運営セン

ター」の発足というのは 1995 年４月と

いうのが正しいでしょうね。 

○青木 全カリ運営センターが教養教

育に責任をもつという意味では、1995 年

がスタートですね。 

○庄司 でもあのとき私は運営委員で

したけれども、寺﨑先生のご苦労は想像

に余りあると、そう思いましたよ。先生

が本当にどれだけお辞儀をしておられ
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たことか。ここはひとつ曲げて、とかね。

やっぱり本当に一所懸命説得しておら

れて、寺﨑先生のお人柄で乗り切られた

ところが随分あったと思いますけれど

もね。大変なことだと分かりました。 

○寺﨑 家で私はろくすっぽ夕食も食

べないのに、帰って食べれば、「全カリ

全カリ」って言うでしょう。子どもたち

はまだ小さかったから、食べたら騒いで

いるのですけれども、妻が嫌みたっぷり

に、「あなたたちお父さんは全カリでカ

リカリしているのだから、もう少し静か

にしなさい」って。いろいろ言われまし

たよ。 

○庄司 組織の特殊性がまだ誰も見た

こともない、未曽有の世界だったのです。

そこに踏み込んでいる。やはり私自身も

そういう感じはありましたけれども、そ

れを率いている先生のご苦労は計り知

れないという感じが本当にしました。心

底そう思う。 

 

[言語のカリキュラム改革] 

 

○青木 次に改革の中身の方に行って

みましょう。全カリとしては、基本的に

は学生にどういう教養教育のカリキュ

ラムを提供するか、これがある意味では

アルファであってオメガなのだと思う

のですけれども。そのなかで、例えば言

語教育について、専門学部、そして言語

の先生方の間に、正直言ってかなり温度

差があった。そういうなかで、新しい言

語教育の考え方というものを出して、そ

れに基づいてとにかく作っていくのだ

っていう、何て言ったらいいんですかね、

計画性みたいなものが全カリには非常

に強かったと思うのですけれども。 

 一般に専門学部が持っているカリキ

ュラムというのは、伝統的な既存の学問

体系みたいなものがあるので、ある程度

それに慣れてやっていけるのだけれど

も、今回一般教育部という従来のやり方

を廃して、新しい教養教育を作るのだと

言ったときに、非常に基本的な考え方と

いうものがあって、それに基づけば、い

いカリキュラムとはどんなカリキュラ

ムなのか、そのためには具体的にもうち

ょっと細かいレベルではどんなことが

必要かといったことについて、非常に議

論を重ねましたね。それでさっきも、会

議が長いとかいうようなことを言われ

たのですけれども。 

 例えば異文化理解とか、発信能力とい

ったこともよく言われましたね。従来の

言語教育というか、昔は外国語教育と言

っていましたけれども、外国語教育とい

うのが、どうしても、読むと、せいぜい

聞くというようなことで、受ける方が中

心だったのが、やはり発信できないとい

けない。外の人間とコミュニケーション

できないのが問題で、コミュニケーショ

ンができるためには、今度は当然、異文

化理解ということがなければならない

といったような議論のつながり方かな

と思います。このあたりは、現部長の山

本先生は、以前は言語部会長もなさって

いて、言語教育の中身にもお詳しいので

すけれども、全カリの特徴みたいなこと

って、10 年を少し振り返ったらどんな感

じですか。 

○山本 私が全カリに運営委員として

関与したのが 1996 年度でした。その年

に全カリに何が起こったかというのは、

今振り返るとすごいことが起こってい

たのです。ひとことで言って、寺﨑先生

が『ニューズレター』に書かれている文

章の最初のところ「『1997 年４月』など

という時は本当に来るのだろうか」、ま

さにこれが実感だったのです。全カリに

入ったときは。自分自身は全カリという

のは全く分からなくて、『フォーラム』

の最後のあとがきにも、ちょっと書かせ

てもらったのですけれども、何か変なと

ころに放り込まれたというのが実感で

した。 
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 そのときは、今言われたような言語教

育の体系はだいたいできあがっていま

した。全カリの新しい言語体系があたり

まえだと思って議論に参加していまし

たが、実は学生諸君と話をすると、どう

やら何か違うと。つまり、ここのクラス

と隣のクラスでは先生によってこんな

に温度差がある。つまり、満足度が全く

違うと学生は訴えていたのです。簡単に

言えば、それをなくしましょうというの

が、統一カリキュラムであり、統一シラ

バスで、そういうことがあたりまえのよ

うに議論されているところに僕は入っ

ていったのでした。ところが、まだ、横

ではそうではないクラスが走っている

わけですよ。だから、それにやはり一番

びっくりしましたね。 

 新たな言語カリキュラムをきちんと

やっていくためには何が必要なのかと

考え、こういった大きな改革にもとづく

新たな言語教育を運営していくために

任期のついた先生方（現在の嘱託講師）

を、とにかくネイティブだけではなくて、

日本人の先生まで拡大してやりましょ

うという、そこがすごいなと思いました。

しかも、専任も採るのだというので、言

語教育に関しては素人である私が人事

委員長を務めたりもしました。とにかく

人事にかけるお金も熱意も、その当時と

してはすごいと感心していました。 

○寺﨑 先生のころには、ペアティーチ

ャー制度っていうのはもう当然に考え

られていたでしょう。 

○山本 考えられていました。僕が入っ

て議論していたときは、ペアクラス、つ

まり同じ教員がひとつのクラスを週に

２度教える方式ですが、ある言語ではそ

れができませんと。できないからこうや

りますといった意見が戦わされ、それを

認める認めないと議論がなされていま

した。 

○寺﨑 あの時期の議論のなかで話題

になった順序から言うと、僕の記憶では

セメスター制、これが大問題だったので

すね。でもそれは１年目（1995 年度）に

片付いたのですよ。私は今でも覚えてい

ますよ。教務部の全職員の方を前にして、

なぜセメスター制が大事かと演説をさ

せられたのですものね。それが 1995 年

の夏でしたね、暑いとき。それでやっと

通してもらった記憶があります。その次

にワークショップがすでに始まったで

しょう。 

○青木 ちょっとそれに関連して、さっ

き触れた準備を手厚くやってきたとい

うことについて言うと、たぶん 1995 年

度の後期ぐらいからパイロット・プログ

ラムと言って、ごく一部の学部とか学科

の言語の授業というのを、新しい全カリ

の考え方に基づくとこうなるという形

で実施したのですね。1996 年度はさらに

それを拡大したのですが、それでもやは

り、全学のなかで言うと部分的に実施し

たのですよね。 

○寺﨑 そうでした。 

○青木 それがやはりすごい力になり

ました。現実の説得力、さっき山本先生

も言われたように、クラブとかで友だち

同士で話していると、全然こっちのクラ

スとあっちのクラスとで違っていると

いった話があって、現実をもって語らし

めるというか、そういうような側面があ

ったと思うのですね。 

○寺﨑 次の最後のハードルが嘱託講

師制度だったと思いますね。 

○青木 そうですね。あれにかけたエネ

ルギーもすごかったと思うのですよね。

結局、大学というのは確かにカリキュラ

ムが大事だということがあって、それは

すべての議論の前提で一所懸命、それこ

そ、1991 年度以来ずっと議論をしてきた

のだけれども、やはりそれをきちんと展

開していくためには、例えば人の数の問

題、それから、数だけではなくて、どう

いう人が科目を担当するかとか、やはり、

そういうカリキュラムを支えるための
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仕掛けというのがすごく大事だという

ので、全カリはやはりその問題にかなり

踏み込んだし、踏み込まざるをえなかっ

たし、またおそらく全学的に踏み込むこ

とを許された。 

 そこはやはり非常に大きな力だった

と思いますね。既存の枠組みがあって、

今あるこの資源を使って、いいカリキュ

ラムを工夫しなさいというのではなく

て、先ほど言った出発点のところで、基

本的に教育はどうあるべきかというこ

とを考えれば、こういうことをやるのだ、

やるためにはこういうことは必要だと

言うと、従来の大学の考え方ではなかっ

たようなこともかなりやれた。 

 例えば、大学の、立教の授業というの

は、通年でやるのがほとんどだったとこ

ろへ、基本的に学期単位でやって、ある

学期に落ちた学生に、すぐ次の学期に対

応する、そういうことをしなければ、学

生が伸びていかないという考え方を出

した。だけど、教務にしてみれば、従来

は年に１回、言ってみれば決算を締めて

いればよかったのに、年に２回ずつ決算

をしなさいということになる、これは大

変なことだというので、セメスター制は

ずいぶん議論になったのですね。 

 

[コストの問題] 

 

○庄司 全カリというのは、そういう大

きいのも小さいのも含めて、発明に次ぐ

発明という感じなのですよね。とにかく

私は invention and innovation という

感じで受け止めていましたよ。やはり、

今まで大学のなかでは見たことも聞い

たこともないというような制度とかが、

どんどん開発されていましたからね。全

カリのなかには、とにかく発明品が多い

という感じでした。 

○所 今になってあれっと思っている

のだけど、コストの問題はどう解決した

のですか。つまり、今までより財政規模

は膨らむことになるでしょう。どっかを

削っていったの。 

○青木 例えば、少し難しい話になりま

すが、嘱託講師は有期制教員で、いわゆ

る専任教員より多くのコマを担当して

もらうが、そこでは、もともと言語教育

の専門性に優れた方を採っている。だか

ら、さっきの発明という話に戻すと、教

員の採り方自体だって、従来大学が教員

を採るというときは、むしろどんな論文

を書いていますかとか、そういうことで

採っていたのを、むしろそうではないと、

全カリの人事では、これは専任教員人事

も含めてだけれども、教育の能力を重視

して選んでいる。 

○庄司 それで、教育のコストパフォー

マンスが上がっていましたよね。 

○青木 特に嘱託講師の方の場合は、そ

ういう言語教育に非常に専門的にかか

われるということを大切にしながら採

った。で、その方々に多くの科目を持っ

ていただいて、教育の総量を増やしなが

ら、全体としてきれいに計算できている

かどうかは分かりませんけれども、要す

るにコストは膨らまさない形でやって

いる。 

○所 かなり早い段階から人事にスト

ップをかけて、その分をそういう新しい

人材で埋めていく。それをやっているの

ですね。 

○青木 そうですね。一般教育部は何年

間か人事が止まっていましたね。それは、

大きな改革が迫っているということで。 

○山本 ６年ぐらい止まっていたので

すか。 

○青木 数年間止まっていたのじゃな

いですか。 

○寺﨑 ３年でしたかね。こういうこと

は極めて大きな事実ですよね。 

○所 これ誰が号令かけたの。 

○青木 それはやはり、それで最初の話

に返るのだけれども、やはり 1990 年代

前半というのは、全学で新しい教育を作
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るのだという、かなり強い思いがあった

のですね。普通なかなか大学がある部局

の人事にストップをかける、何て言うか、

特定の人事はともかくとして、ゼネラル

にストップをかけるというのは、ものす

ごく大変なことですよね。 

○所 大変なことですよ。 

○青木 そこには、当然ある部分から言

えば批判されてもおかしくないような

状況はありうるのだけれども、自分たち

で非常に大きな改革を今やろうとして

いるのだから、要するにその方向性が見

えるまで、とにかく止めるという決断を

していたわけですよね。 

○庄司 そういう嘱託講師のようなコ

ストパフォーマンスのよろしい制度を

導入しながら、一方では、例えば総合Ｂ

群科目みたいなぜいたくな制度を作っ

たり、そういうあたりもなかなか絶妙な

仕掛けをしていますね。 

○寺﨑 でしょう。いや、なかなか絶妙

な運営だったと思います。 

どこの大学でも、大学改革に、特にカ

リキュラム改革には金がいらない、とみ

んな思うのですよ。先生たちがもうちょ

っと頑張って科目を持ってくれればい

いと思うのですけどね。でも、やはりお

金がいると僕は気づかされましたね。第

一、総合Ｂ、僕はあれには最後まで懐疑

的でした。だいたい、続かないだろうと

思った。非常勤コマを３つ付けるにして

も、半年分、全学部から出るのだから、

最低６プロジェクトは出さないといけ

ないでしょう。６プロジェクトとはいえ、

その時点では何もないわけですよね。と

てもできないだろうと思っていたら、ぴ

しゃっとできましたよね。非常勤講師コ

マを３コマずつまで使えるという、あれ

は大英断ですよ。当時の総合部会長の野

田嶺志先生も大変心配しておられまし

た。 

○所 あれ、今でも続いているのですか。 

○山本 ええ、今でも続いています。 

○青木 それは先生方がちゃんと守っ

て定着させていただいている。 

○寺﨑 えらいですよ、あれは。 

○青木 あれは実際もっと欲深で、なん

とか５コマを付けようという話もあっ

た。 

○寺﨑 ああ、そうだった。５コマね。 

○青木 なんとか５コマをっていうの

があったし、それから、もうひとつはそ

の５コマのうちの１コマは、むしろ前年

度に使いたいという話もあった。正直言

えば、僕は裏方さんとして、そこのあた

りは少し頑張っていたのですが。実際に

コーディネートする人が大変なのは前

年度なんですよ。だから、前年度に、来

年度は総合Ｂをやる予定だということ

になったら、前年度の後期に１コマ使わ

せたいって。これの実現には頑張ったの

ですが、まだやってもいない科目に臨増

コマを付けるという話は、さすがに通ら

なかった。 

○寺﨑 臨増コマ３コマ、あれは良策で

したよ、本当に。あれでできたのですも

のね。あっという間に６つ総合Ｂのプロ

ジェクトがそろったのだもの。あれはび

っくりしました。 

 

[スタッキングチェア、ワークショップ、

etc] 

 

○寺﨑 もうひとつ、お金がなくちゃい

けないと思ったのは、全カリ実施の直前

に分かった言語クラスのためには従来

の固定机ではだめっていう話ね。 

○青木 スタッキングチェアね。 

○寺﨑 あれもびっくりしましたね。部

長会に突然提案されました。職員の人が

気付いてくれたのですね。「先生、だっ

て、コミュニカティブコースなんて後を

向いて話をするのですか」って言うわけ

ですよ。５号館の上の方の教室は固定机

でした。全部替えなくっちゃいけない。

替えるって言ったって、ただ、釘を引き
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抜いて、横に動かすのではだめでしょう。

だから、一人用の個別チェアを使う。と

にかく発注をかけて、４月までには入れ

ないといけない。大変でしたよね。最後

は運営委員会にもチェアの見本を持っ

てきて、みんなで座ってみました。 

○青木 そうですね。僕、たぶん言語構

想小委員会のときだったと思いますが、

試験台になって座りました。なんとなく

これに消極的な方もいて、ひょっとして

反対とかが出るのではないかという心

配があって、いかにこのメモ台付きの椅

子が使いやすいかっていうことを見せ

なくちゃというので、あれ、正直言って、

コストのせいもあるのかもしれないの

だけど、狭い場所にたくさん入れるので、

座る部分がやや狭いのですよね。だから

体格のいい委員にモデルになって座っ

てもらって、何か使いにくそうに見える

といけないというので、やせているから

僕がパフォーマンスで座ってみせまし

た。 

○寺﨑 言語構想でやったの。 

○青木 運営委員会でもやったような

気がするけど。 

○寺﨑 床も変えなきゃいかんでしょ

う。固定机をはずした穴があいているの

ですもの。全部張り替える。それから、

見てみたら壁も悪いとか、黒板もだめと

か、いろいろなことが分かってきて、結

局、費用は総額億を超えたのじゃないか

な。あれは１月に決まりました。 

 お金にからんだ件という点では最後

が嘱託講師ですね。これはさっき山本先

生がおっしゃったように、外国人も日本

人も両方お願いする。あれは革命的で、

あの当時はほかになかったですよ。あの

当時こういう契約教員の制度を入れた

のは、近くでは東海大でしたね。それか

ら、もうひとつは立命館。この２つが非

常に有名でした。けれども両方ともネイ

ティブだけなのですよ。日本人は入って

いない。立教では日本人でも構わないっ

て言うのですよ。これは他所の大学の人

に聞くと、びっくりしていましたね。 

○山本 英語では立教の嘱託講師をス

テップにして、専任になっていくケース

はけっこう多いのです。立教の英語カリ

キュラムの成果もあって、嘱託講師を日

本人まで拡大したことは非常によかっ

たと思います。 

○寺﨑 心配することはなかったな。 

○庄司 私はワークショップがね、本当

にきちんとやられて、定期的にものすご

い数、開かれていたけど、いわゆる担当

者連絡会という組織があったために、当

時でいう非常勤、いま兼任と言っている、

そういう方たちも巻き込んでやるって

いうのは、他所ではあまり聞いたことな

いのですよね。そういう教員教育ってね、

すごいなと思って。 

○寺﨑 あれは今で言えばＦＤですか

らね。兼任で来ておられる他所の大学の

先生まで入れたＦＤってめったにない

ですよ。 

○庄司 大変なことですよね。 

○青木 ただ熱心にやっている。いまだ

って英語研は毎年やっていると思いま

すけれども。 

○寺﨑 1 度、全カリを代表してあいさ

つした記憶がある。 

○山本 昨年度末の３月に自然科学研

究室主催の担当者連絡会が実施され、私

も自分の全カリでの授業について報告

しました。もう少し多くやってほしいな

というのが、本当のところです。 

○青木 特に総合部会がね。 

○山本 言語は担当者会もＦＤもけっ

こう定期的にきちんやっています。 

○青木 事実上合体して、今はやれてい

るし。 

○山本 総合の方が、やるところと、や

らないところが今のところある。 

○青木 自然研は実績を従来積み重ね

てきているんじゃないですかね。私の印

象だと、そうです。 
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[学生に対する説明] 

 

○寺﨑 もうひとついいですか。さっき

学生の視点ということをおっしゃいま

したけれども、それとの関連で、あのこ

ろ感心したのは職員の人たちです。最後

に行くまでに学生への説明会をしまし

ょう、と職員の人たちから言われた。途

中まで私は、なるべくならこっそり作り

たい、ぱっと実施した方がいいんじゃな

いかというように思っていました。とこ

ろが、説明会をしましょう、何が出てく

るか分からないけれど、聞いてみましょ

う、と言うのですよ。当時全カリ事務室

の課長だった西田邦昭さんが学生部の

経験があったということも大きかった

かもしれませんね。やってみると、あれ

も面白かったね。 

○所 あれは文学部が、いわゆる 1969

年の流れで。 

○青木 そうですね。文学部は 1969 年

のときに大きな混乱を経験して、そのあ

とは文学部集会といって、次年度のカリ

キュラムはこうなのだということを教

員側が出すと。筋論として言えば、それ

で学生が抵抗しても説得する。教員が責

任をもってカリキュラムを提示するわ

けだから。逆に学生に言い負かされたら

白紙撤回する。そういう学生と教員が対

峙（たいじ）するのだというのがひとつ

の文化で、今どこまで本当の意味でそれ

が守れているのかどうかは別の問題で

すけれども、でも、制度的には続いてい

て、広報としても悪いことではもちろん

ないと思う。 

 全カリも大きな改革のときには、必ず

今でも 11 月ぐらいには、やっぱり学生

に説明会をやらなくちゃと、常にやって

いますよね。一番最初のところは当然大

きな変化だったわけで、それは大事なこ

とです。 

○寺﨑 タッカーホールでやったので

すが、学生が100人以上来ましたものね。 

○青木 あの手のものとしてはよく来

た。 

○寺﨑 現にいるのは２年生、１年生だ

から、どんなにカリキュラムを変えたっ

て彼らにはほとんど関係ないわけです

よ。 

○青木 相対的にはね。もちろん彼らも

まだ若干は次年度にも科目をとるでし

ょうが、むしろ君たちには関係ないのだ

けど、それでも言いたいことあったら言

ってほしいという形でしたね。 

○寺﨑 けっこう言いましたね、いろい

ろと。 

○青木 全カリは、教養教育のカリキュ

ラムの、やや細かいことで言っても具体

的な中身を新しくしているし、もっと背

景にある、根本的な考え方みたいなもの

をやはり相当新しくしている。実験的な

のね。だから、あまり実験と言うと、逆

に無責任じゃないかと言われちゃうと

ころも、もちろんないわけではないのだ

けれども。かなり壮大な実験をしている

というところはあるので。 

○寺﨑 そういうことですね。 

○青木 ただ、そのときにこちらが独り

善がりにならないためにも、やはり学生

に説明するということの意味合いとい

うのは、非常に大きいですよね。どうし

ても改革っていうのは独り善がりにな

るから。 

○寺﨑 説明会にお出になった先生は

おられます？庄司先生は出ておられた？ 

○庄司 出ていました。 
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○寺﨑 出ておられたんですね。学生が、

全カリ、特に英語改革にはもろ手を挙げ

てみんな賛成するかと思いきや、全然違

って、「私たちは英会話学校に入ってき

たのじゃありません」って言うんだもの

ね。びっくりしたな。その次に大学に来

てみたら、体育会の連中がビラをまいて

いるのですよね。見たら、「全カリ反対」

って書いてあるのですよ。ところが、そ

の横に「体育会のクラブ活動を阻害する

全カリ反対」って書いてあるのですよ。

それで、ビラをもらって、「全カリ反対

じゃないのだね。クラブ活動を阻害する

から反対なのだね」って言ったら、「は

い、そうです」って言う。 

○青木 時間割の問題があるのですよ

ね。従来、一般教育部の時代の教養科目

っていうのは基本的に４限（当時は７・

８時限と言っていた）までだったかにお

さめていたのだけれども、全カリはいろ

いろな、ちょっと細かいことは忘れまし

たけれども、事情で、どうしても時間割

を組んでいくと、５限を使わざるをえな

い。これに対して、クラブ活動の時間と

して、５限以降は基本的に全面的に空け

てくれっていう声が強くて、なかなか難

しかった。それでも、最終的には５限ま

では本来の正規の授業時間でしょうと

いうことで、たぶんそうなっていると思

いますけれども。 

○寺﨑 ５限に必修科目を置かれたら

たまらんと思っていたのですね。１年生

の。 

○青木 そういうのもありましたね。最

初のときだったか。そうですね。 

 

 

[総合の 2001 年度カリキュラム] 

 

○青木 今日の座談会の大きな目次で

言うと、ここまで一般教育の課題と全カ

リ改革ということでお話をしていて、運

営組織のこともずっと話のなかで出て

いたかと思いますね。あと、カリキュラ

ムのことでいくと、立教科目のこと、こ

れはあとの特色 GP とか外部評価とかい

うことにも絡んできます。立教科目と時

事科目という 2001 年度に導入されたカ

リキュラムのところは、最初少し私から

お話した方がいいでしょうか。 

 1997 年に新しいカリキュラムが全面

展開になった。で、全カリというのは常

に先のことを考えている、少なくとも考

えるべきだということが基本的底流と

してありました。1997 年は発足して、と

にかく動きだすと。1998 年は、さっきち

ょっと申しあげたように、新座に新学部

が２つできて、そことの関係をどうする

かという、かなりテクニカルには難しい

問題があった。それで、３年目を迎える

1999 年度ぐらいから、これで満足してい

てはいけないと考え始めた。特に総合教

育科目については、ざっくばらんに言っ

て、旧来の一般教育部が展開していた教

養科目、いわゆる一般教育科目との関係

では、いろいろな工夫を 1997 年のとこ

ろでしたけれども、まだ不充分だという

意識が、教員サイドにはあった。なんと

かしてもう少し新しい要素というのを

入れたいということは常にあった。 

 それから、もうひとつは少し数の話に

なってしまうのだけれども、総合教育科

目のなかには、総合Ａ群という非常にた

くさんの科目が入っている部分があり

ますけれども、その科目群がまたいくつ

かのブロックに分かれている。全カリで

はカテゴリーというふうに呼んでいる

わけです。ストレートに言うと、人気の

あるカテゴリーとそうでないカテゴリ

ーがあって、かなりカテゴリーごとに平

均履修者数、１つの授業を何人がとって

いるかという数字の差が大きくなって

いました。これは現実的に考えると、わ

れわれはこの分野も大切だ、あの分野も

大切だと言っているのに、あるカテゴリ

ーのところは非常に込んでいて、どうし



20 

ても大きな人数の授業になってしまい、

他方はそうではないというので、やはり

これは困るということで、簡単に言えば、

ならさないといけないという側面があ

った。 

 だから、要するに、少しコマの配分調

整をしましょうと。人気のあるところに

は手厚くということです。しかし、正直

言って全体のコマ数を増やすというこ

とはいろいろな条件を考えたときに難

しいなかで、どういうふうにそれをやっ

たらいいだろうかっていう、かなり難し

い問題があった。それで 2001 年、ちょ

うど最初のカリキュラムが動きだして

４年後ぐらいを目標に、総合のカリキュ

ラム改革をやりましょうというふうに

なった。 

 で、履修の仕方とかいうようなところ

にも、もちろん手は付けたのだけれども、

ひとつには、何よりも面白い授業が多く

て、学生も積極的に取ってくれるといっ

た状況のなかで、さっき言った数のアン

バランスみたいなものも調整したいと

いうようなことで考えたのが、ここに出

てくる立教科目と時事科目です。これを

作っていく過程に僕もかかわったので

すけれども、ここは従来の考え方から相

当踏み込んだ教養科目の考え方をして

いると思うのですね。 

 つまり、従来、昔の私たちの世代が学

んだような一般教育科目というのは、政

治学とか物理学というふうで、いわゆる

旧来の学問体系になっている。1997 年か

ら実施された全カリを作ったときに、そ

れでは、もう今の学生の興味を惹きつけ

ることもできないし、学生が自分でもの

を考えていく訓練にならないというの

で、例えば、社会なり自然なりをどうい

う切り口で見たらいいかというような

ことで、新しい名前の科目を提供してい

るわけですね。例えば、「コミュニケー

ション」とか「市場と社会」とか、そう

いう科目の名前の付け方をした。しかし、

私の言葉ですけど、まだ人間、社会、あ

るいは自然の世界を比較的公平に切っ

ている。あまり大学が踏み込んでこの問

題は面白いよとか、この問題が今大切だ

から特に考えてみたらどうだみたいな、

そういうふうには踏み込んでいないの

ですね。そこで、もう少し大学側が踏み

込んで、科目というものを見せるという

側面があった方がいいのじゃないかと。 

 さっき言ったコマ数の調整をする過

程のなかで、一方で数の調整もするのだ

けれども、もうちょっと大学側が踏み込

んで、いったいどういう科目を展開する

ことが、今後学生がものを考えていくこ

とができるように育てていくのに役立

つかといった観点から、意識的に科目を

作り込んでいくというか、そういう観点

で新しいジャンルの科目を作ってみる

ことにしました。しかも、そのなかを２

つのジャンルに分けた。時事科目という

のは非常に日々刻々といろいろなこと

が起きてくる。それに対してビビッドに

反応する。だから、全カリのなかでもせ

いぜい２年ぐらいしか続かないような

形の科目。 

 一方で、立教科目というのは、立教大

学としてはずっと基本的に大切にして

いるので、ある程度長い期間にわたって、

きちんと責任をもって展開する。俗な表

現をすれば立教らしい科目というので

しょうかね。そういうような科目を、あ

えてこちらから、この科目は特にそうい

う性格の科目ですよといって見せると

いう、そういう考え方で作った。その相

談の過程でも、実はいろいろなことがあ

って、例えば時事科目なんていうような

ものについては、いま現実にあるものよ

りも、もっと踏み込んだ、少しある意味

で遊びのあるような科目も実は構想し

たことがあった。ちょっと私だけが脱線

して申し訳ないのですが、例えば、どこ

かのブランド企業が「来年のコンセプト

はこれです」みたいなことを言ったら、
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そこの企業とタイアップして、そのコン

セプトにかかわる講義をブランド協賛

科目として展開することができないか

とか、いろいろ荒唐無稽なことも考えた

のですね。そのうちのあまりにもくだら

ない部分は諦めて、今のような時事科目

になっているわけです。 

 でも、そういうことを何人かの教員が

けっこうまじめに、かなり長い時間をか

けて、特別委員会を作って話し合ってい

た。だけど、非常におもしろかったです

ね、参加していて。みんな、いろいろな

ことを言って、そういうのが大事かなあ

と思った。そして、山本先生の方に立教

科目は引き継いでいただいた。 

○山本 というか、全体の思い出話にな

ってしまうのですけど、大きな流れから

すると、2001 年度にむけて総合Ａ群科目

の専任担当ルールを決めてもらって、そ

れによって一応カリキュラムの運営は

安定的にできるようになった。しかも立

教科目等が走り出して、非常に全カリの

充実期というふうなイメージでとらえ

られるようになった。そのときに、ちょ

うど特色ＧＰが始まりました。 

 

[特色ＧＰ] 

 

○山本 特色ＧＰへの取組みに関して

は、全カリは立教としての誇りであり特

色だから、これは絶対に申請することが

決断された。これは自然の流れです。そ

して、全カリにかかわっている者として

一番大きかったのは、それが不採択だっ

たということですね。 

○庄司 私の任期の一番終わりのとこ

ろで、あれは非常に大きかった。2003 年

の第１回の特色ＧＰで全カリが不採択

というのは。 

○青木 不採択って、資料の年表に２回

出ている。 

○庄司 すごいです。年表に不採択まで

ね。というのは、これは本当に、山本先

生もおっしゃるくらいに意味の大きい

ことだったのね。いま特色ＧＰですけれ

ども、あのころにはＣＯＬと言っていま

した。 

○寺﨑 ２回目もだめで。 

○山本 昨年度の『大学教育研究フォー

ラム』に、特色ＧＰへの全カリのかかわ

り方というのをまとめて書きました。そ

うすると、その前年（2002 年）から、い

わゆるＣＯＥという、研究評価のプログ

ラムがスタートしている。ずっと立教は

教育に特色がありますと言っていて、教

育の方はどうなるのだろうかと思って

いたら、次の年に教育分野でも始まった

のです。その時はＣＯＬと呼ばれていま

した。それに全カリが取り組む、という

のは当然の流れでした。 

○庄司 あのときは、寺﨑先生にまでか

かわっていただいて。 

○寺﨑 立教に調査役として戻ってき

たばっかりでした。 

○所 ああ、不採択というのは、文部省

でということね。 

○青木 そう、不採択になっちゃった。 

○所 分かりました。 

○庄司 年表にわざわざ書くくらいの

出来事だった。 

○所 そうでしょうね。 

○山本 当然、日本全国に対して全カリ

の取組みは十分に誇れるものだという

のが、全カリにかかわっている人をはじ

めとして、立教全体の意識だったと僕は

思っているわけです。総長をはじめ、関

係する人々がしっかり準備をしてヒア

リングに臨んだけれども結果は不採択

だったのです。 

 ということは、これは全カリにかかわ

る人にとって非常に大きかったのだけ

れど、同時に大学が全カリを見る目が変

わったのです。もう一気に変わったと言

っていいくらい。これは大きかったです、

本当に。 

○青木 けがの功名。 
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○山本 だから、いや、僕の言っている

「変わった」というのは、冷たくなった。

全カリが円熟期みたいなものを迎えて

いるというのは、一方で見れば、運営は

放っておいても、誰かがやってくれる。

つまり、個々の先生方がエネルギーを持

ち込んできて、どんどんやらないと動か

ないという設立当初の組織ではもうな

いということです。立教に来られて日も

浅い新しい先生までもがどんどん運営

委員会に参加されて、そこにいればいい

のだというような状況へと変化し、なお

かつ対外的に見て、全カリは大したこと

ありませんよと言われているのと一緒

ですよね、不採択というのは。 

○庄司 あれは痛かったのですよ。 

○山本 その次の年に今度は英語教育

を中心に出して、まただめと言われた、

ここが、たぶん全カリとしては一番つら

かったころだと思います。 

○庄司 でもね、あとで考えたら、私は

身にしみて分かったけど、難しすぎたの

ですよ、１回目の申請なんか特に。この

全カリ全体をいきなりね、皆さんこうで

す、どうぞ分かってちょうだいという感

じで持っていったけれども、分かりっこ

ないですよ。だって、私たちがずっとや

ったって、半年や一年、なかなか分から

なかったのですから。それを、ああいう

紙の資料でちょっと作って、それをプレ

ゼン、ほんの短い時間やって、どうです

なんて言ったって、分かっていただけな

い。 

○所 読んでくれなかったんだ。 

○庄司 理解不能だったのでしょう。 

○山本 理解不能というのは、よく当た

っていると思いますよ。 

○庄司 本当に理解不能だったと思い

ます。 

○寺﨑 レポートを出せと言われたの

に、修士論文を出しちゃったんですよ。 

○庄司 ほんと、ほんと。まず、ここに

ある全カリ運営センターのパンフレッ

トにある理念の図（39 ページ参照）とか。

一番理解されなかったのは、こちらの組

織図（39 ページ参照）なのですね。これ

なんかも、想像を超える組織なわけよ。

もうそこだけで、すでにぐちゃぐちゃに

なっちゃったという感じでしたね、あの

ヒアリングのときは。ヒアリングが終わ

ったとたん、これはもうだめだと思うく

らい、理解されていなかったのですよ。

驚いて、ショックを受けて帰ってきたの

ですね。だから、そのあと、２回目の英

語でもうまくない結果が出たので、私は、

正直言って相当に打ちのめされていた

のですよね。 

○所 でも、３回目に採択。 

○庄司 今ではすごいですよ。この立教

科目、ＧＰのなかでの関心のもたれ方。

あちこちから聞きますし、それからやは

り学生も、すごく関心をもっています。 

こういうことになるということは、学生

にものすごい誇りを与えますね。立教は

なにかすごい特別なことをやっている

のだと初めて知るということもありま

す。 

○山本 これも前々からの仕掛けが、

2001 年度からスタートしているのを、

2005 年度に出したわけです。裏話をすれ

ば、全カリとしては、もう３回目はいい

よね、１回やられて、２回やられて、も

う。 

○庄司 もう、あの世界は勝手にやって

もらおうくら

いに思いまし

たよね。あん

なのを問題に

して、われわ

れが落ち込ん

だら損だから、

などと。 

○寺﨑 そう

そう、むだだ。

僕はもう全く

ひいていまし  庄司 洋子 
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た。 

○山本 でも、当時の押見総長が、やは

り教育、要するにこの特色ＧＰになんと

か、立教大学として取り組まないわけに

はいかないと主張されて、立教科目でい

くということになったわけですけれど

も。それが、けがの功名というか。 

○寺﨑 今や、立教は特色ＧＰと現代Ｇ

Ｐの総件数では、全国私立大学のなかで

ランキング第２位です。けっこう善戦し

ている。 

○所 それで、英語はまだ採択になって

いないのですね。 

○青木 そうですね。 

○所 しかし、その立教科目、何で私が

覚えていないのだろう。話はだいぶ前か

ら。 

○青木 そうですね、たぶん先生が部長

でいらしたときに、もう大枠はかなりで

きていたと思います。 

○庄司 まだ具体的に見えるような形

になっていませんでしたよね。私が来た

とき。 

○青木 そうですね。全カリは、いろい

ろな意味での準備って、とにかくかなり

先々やる。例えば 2001 年に実施するも

のというのは、むしろ 1999 年度のうち

に、ある程度のめどが立っていないと、

そもそも準備が間に合わない。結局、

2001 年度に実施するためには、2000 年

の５月にはだいたいのコマ数が決まり、

だいたいどういう人に担当してもらう

という大筋が見えないといけないいう

ことは、実は2000年度になってから2001

年度のことは考えていられないのです。

2001 年度のカリキュラムというのは、実

は 1999 年のうちに考えているわけです

から。だから、たぶん先生のお耳にも当

然入れているし、部長会なんかには、お

そらく先生に一番最初の大枠は言って

いただいているのではないか。ちょっと

細かいところは調べていませんが。 

○所 思い出しました。アイディアが印

象的で覚えています。 

 

[兼任講師人事、ガイダンス、etc] 

 

○庄司 やはりこういう総合科目のな

かで影響を受けている学生が実際すご

くいますね。私、必ずゼミの学生とかい

ろいろな学生に、「全カリでは何をとっ

たの？」とか、そういうなかで「面白い

科目あった？」って尋ねています。あっ

たでしょうという態度はとらずに、「何

かあった」というふうに聞くようにする

と、けっこうあれがきっかけで、こうい

う勉強をする気になったとかね。「専門

よりおもしろい全カリ科目がいろいろ

あった」と言う学生はけっこういるので、

私はまた自信をもっちゃったわけです。

一時めげていたのだけれども。特に、総

合の展開って難しいですよね。学部の教

員が出て、積極的にやってくれているか

どうかというのも見えにくいし。それで、

非常勤講師を選ぶときも相当小うるさ

く、やりましたもんね。 

○山本 最初に運営委員会に出ていっ

たときに、兼任人事で長い時間をかける

でしょう。学部なんか、そんなのは「い

いですね」で終わりなのに。しかもさら

に庄司先生が部長のときあたりから、も

っときちんとやるというか。 

○庄司 私のときは、はっきり言ってや

りすぎたと思うくらいやりました。どう

してかというと、やはり全学的に、全カ

リは誰にでもちょっと軽くやらせてお

けばいいと思う誤解をしている先生が、

残念ながら少なくないのですよ。ですか

ら、専門は無理だけれども、全カリ科目

ならやらせてもいいのではないかと思

って、全く教育歴のない方を候補にした

り。でも、私は、教育で言ったら全カリ

ほど難しいところはないと、ずっと主張

していたのですよ。だって、全学年全学

部の学生がいるところに、どうすれば魅

力的な授業をできるのかというのは、私
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たちだって頭を抱えるようなことでし

ょう。そういうことがあったので、ちょ

っと小うるさすぎるほどチェックして、

悪いけどだめにした方もありましたか

らね。普通もう、あそこまで出してきて

いただいたらね、お断りするなんてこと

はまずないのですが。それから面接、非

常勤の担当を時には面接までしてもら

っていましたから。 

○山本 だから、今はそういう、全カリ

はそういうやり方なのだということが、

かなり全学的には一応定着しています。

教育歴がゼロという先生は、ほとんど出

てこないのですよ。出てきても、どうし

てこの先生でいいのだということをき

っちり言ってもらう。 

○庄司 教育歴がない場合には説得力

ある説明が書かれていないといけない。

要するに、全カリを練習の場にしないで

ねというような、そういうことを徹底し

ましたよね。やりすぎちゃったかなと私

は思ったのですけれども。 

○所 いや、それぐらいやってもらわな

いと。なかなか徹底しない。 

○山本 今いわゆる全カリの第二ステ

ージとかいうことで、大きな改革をさら

にという課題が突き付けられているの

ですけれども、全カリ側に立てば、それ

よりも何よりも、今のような話の流れで、

やはり個々の授業の充実ということが

取り組むべき課題だろうと僕はずっと

思っていて、言語なんかは、そういう意

味では非常に小さなクラスできちんと

やろうと思えばできるという環境は整

っている。ところが総合はそうではない

というので、それの一歩になるかどうか

わかりませんけれども、今年は一応 Web

登録というのをかなり取り入れて、事前

にとにかく登録してもらって、ある程度

以上の人数は抽選ではじくということ

にした。次は、本当にそれでも大きなク

ラスになったら、それは２つに分けると

か３つに分けるとか、そういうことをし

て、上限を決めたクラスというのを常に

運営して、そのなかで授業をきちんとや

るということを、やらないといけないの

ではないかと。 

○庄司 そういう意味では、この年表の

なかで、Web 登録を導入して、大規模で

悪い環境の授業をだんだんとやらない

ようにしていく努力というのはすごく

大きいと思いますよね。 

 あと、細かいことも全カリでは相当丁

寧に議論していて、ガイダンスを全学統

一的にきちんとやっていこうというふ

うに、ある時期からなりましたよね。だ

から、ガイダンスをやる人のガイダンス

というのをやったりね。やはりすごいで

すよ、これも。 

○青木 各学部から、ガイダンスをやる

委員を集めてガイダンスを。 

○庄司 すごいですよ、だからね。そん

な発想って、本当によく出てきたという

くらい。それから、やはり履修相談室を

全カリがやるとか、あと試験なんかは、

もう入試よりも張りつめた期末試験、定

期試験。もうやはり全学の統一的な取組

みということで。今は全学とも、学部ご

との違いもなるべくそろえましょうと

いう流れになったけど、全カリは、先に

もう全学基準でやっていて、私もびっく

りしましたから。全カリの試験担当をや

ってみたら、ぴりぴり。 

○山本 全カリの試みから始まった履

修チャートというものがありますね。 

○庄司 そう。あれをやりましたね。 

○所 どういうものですか。 

○山本 履修の手続きが非常に複雑な

ものですから、もっとわかりやすくチャ

ートを作ったらどうかと、庄司先生のご

提案で。 

○庄司 そういう細かい対応というの

を、相当、全カリは積み上げてきて、や

はりそういうことは、やってみて初めて

支持されていますよね。 

○青木 本来は、だからそれは別に全カ
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リ、教養教育だからということではなく

て、大学教育って本来そういうものなの

だけれども、専門学部は、いろいろな事

情のなかで、必ずしも必要としなかった

という部分もあるだろうし、取組みが遅

れていたというようなことを、全カリが

やはりやっている。 

○庄司 全カリが先駆けて、スタンダー

ドを作ってきている。 

○青木 そうですよね。 

○庄司 そういう面はすごくあると、私

も感じましたね。 

○山本 スクールバスもそうです。あと、

運営委員が全員、履修届を自分で書いて、

いかに複雑かという。 

○庄司 そう、そこまでやって、私、相

当嫌われたけど。怒っちゃう先生もさす

がにいましたけど。「今の全カリ部長、

何やらせているんだ、こんなことまでや

らせられるのか」と言われたことがある

のですけれども。やはり学生がどんなふ

うに大変で悩んでいるかを、履修届を運

営委員に書いてもらうのです。そうする

と、分からないわけよ。どこからどう取

ったらいいか。あなたの所属学部の基準

に合わせて、履修計画を立ててください

って。 

○所 その基準がまた面倒だからね。 

○山本 ルールに抵触しているような、

「これ、だめだよ」という取り方をして

いる先生がいっぱいね。「これはだめだ

よ」と言っていたのだけど。 

○青木 それはすごいですよね、やっぱ

り。 

○寺﨑 本当にやったのですか。 

○庄司 相当過激に、いろいろなことを。 

○寺﨑 へえ。さすがです。 

○青木 全カリって、そういう意味で、

やはり巨大な運動なのですよね。 

○所 まだ、いまだに運動体ですよね。 

○青木 ええ、そういう意味で、やはり

運動なのですよね。そのへんって、すご

く。 

○所 一時、不採択で冷たくなったとい

うことでしたが、またその後、回復。 

○山本 そこはやっぱり、僕から思えば、

全学の空気はちょっと冷たいでしょう

ね、まだまだ。ただ…。 

○庄司 でもそれは、あの影響ではない

でしょう。必ずしも。 

○山本 ここ数年、教養教育に対する認

知度、あるいは重要性の認識は、立教大

学以外からも、立教大学のなかでもそし

て、全学的に見直されてきています。だ

から、各先生方の全カリに対する見方も、

明らかに変わってきていますよね。 

だから、各学部の教授会のなかでいろ

いろ議論したときに、全カリはどうだと

か、全カリの視点から見たらどうだとい

うことが、しょっちゅう出てきますよね。 

 

[再び嘱託講師のこと] 

 

○寺﨑 ちょっとすみません、前のほう

に戻っていいですか。嘱託講師制度、こ

れについて、所先生、あのころ先生、運

営委員で、組織担当だった。 

○所 ああそうか、最初の。まだ実施の

前年度ですね。 

○寺﨑 それで、僕の記憶で言えば、全

カリ実施の前年まで嘱託講師制度が決

まらない。1997 年発足で、1996 年の夏

くらいまで、混乱し宙に浮いていたので

すね。 

○青木 ６月くらいまで引っ張ってい

ましたね、たしか。 

○寺﨑 たしか教職員組合との間でい

ろいろ問題が起きて、どうなるか分から

なかったという時期です。ただ、それよ

りもちょっと早く、法学部の上村達男先

生が助け船を出してくれたわけです。 

○所 そう、思い出しました。 

○寺﨑 ええ、私もそもそも嘱託講師は

何をする教員かということを書いて、ふ

たりの合作のレポートを出しました。要

するに、上村先生（当時の法学部選出運
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営委員）のレポートで初めて、宙に浮い

ていた構想に助け船が来たのです。あれ

でほっとした記憶が僕はあります。 

○庄司 やはり、有力な先生が本当に全

カリをサポートしてきたのですね。 

○寺﨑 あの上村先生の対応はすごか

った。そのころ所先生、どういうふうに

見ておられましたか、法学の方の人とし

て、ああいう契約制度を。新しい職種で

しょう。 

○所 いやいや、法律屋の仕事の範囲で

は、ちょっと。 

○寺﨑 僕は、あれは本当にどうなるか

と思っていましたね。 

○山本 立教大学で任期の付いた教員

制度としては、助手があったのだけれど

も、実は任用を厳しく適用するのではな

く現実には継続していました。そこへ新

たな職種の嘱託講師は最長５年で完全

に契約終了する、こういった制度が本当

に上手に回るのかという心配はしまし

た。そこのところを上村先生が条文をず

っと書かれていて、これをきっちり読め

ば、これはまあだいじょうぶというので

スタートできたというのが、僕は印象に

あります。 

○寺﨑 先生もあのときはいらっしゃ

った。 

○山本 僕は 1996 年からです。 

○寺﨑 ちょうどそのときに入られた。 

○青木 最初のころは、これ、どういう

話かよく分からないみたいなところが

あって。 

○山本 言語部会だったので、そういう

話が出るたびに、いろいろな先生が反対

の立場でした。言語部会では非常に大勢

がそうだったのです。 

○庄司 こじれましたよね、感情が。 

○山本 上村先生の文書以来、急に進む

というのは、非常によく覚えていますよ

ね。 

○寺﨑 ええ。あれは重大な文書でした

ね。『全カリのすべて』に載っています。 

○山本 だから、今は本当にそれで上手 

に、上手にという言い方をしていいのか、

われわれが運営をしている嘱託講師の

制度についてはいろいろな見方がある

でしょうけれども。 

○寺﨑 アメリカの制度をあのころ調

べて、Adjunct Teacher（任期付の、テ

ニュアのない教員）というものに対する

契約解除の問題とか、異議が出たときど

うするかって、調べました。一連の適切

な手続きが、もうできているのですね、

アメリカでは。それも調べたりなんかし

て、最後まで非常にきつかった記憶があ

ります。 

○青木 due process of law とか、よく

言っていましたよね。 

○寺﨑 そう。due process はどういう

のかとか、やっていました。それで踏み

込んだおかげで、僕は初代ランゲージセ

ンター長をさせられることになりまし

た。せっかく所先生に全カリ部長を譲っ

て、ほっとしていたのに。 

○所 ああ、そうですね。 

○寺﨑 だから最後まで縁は切れなか

ったので、慣れぬ英語を操ってあいさつ

をしたり何かしていた。 

○青木 だから、全カリって本当に全学

共通カリキュラムと言ってしまうから、

どうしても、いわゆる科目のカリキュラ

ムの部分が表に出るし、それは、結局は

学生に還元するという意味でも、当然カ

リキュラムというのは大事なのだと思

うのですけれども、でもやはり、それを

支えている、そういう教員が協力するた

めの仕掛けであるとか、そもそも勤務形
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態から始まって、ものの決め方だとか、

やはりありとあらゆることが非常に、そ

れこそ双方向的だなあという感じがし

ます。 

○所 それを抜いたのでは、やはり全カ

リの話にはならないですね。 

○山本 ええ、ならない。 

○青木 なので、あまりこの座談会でカ

リキュラムの具体的な話は、実はしてい

ない。本当は、もうちょっとそういうと

ころをちゃんとやらなければいけなか

ったのに、どうも、どちらかというと皆

さん運営センター部長でいらっしゃっ

たし、僕も裏方でそういうところにかか

わったことも多かったので、どうしても

運営の苦労話みたいになってしまうけ

れども。 

○所 いや、そのほうが記録としては大

事ですね。そういう裏方の話が。 

○青木 でも、これ内部の記録ではなく

て、一応『大学教育研究フォーラム』に

載せる。そこのところはあるのです。 

○庄司 でも、カリキュラムは見ればあ

る程度は分かるけれども、こういう経過

というのは本当に分かりにくいですよ。 

○山本 立ち上げて、運営して、問題を

解決して。 

○寺﨑 あのころはっきり分かってい

たことは、嘱託講師制度をとらなければ、

何と言ったって、この言語教育は実現し

ない。それははっきり分かっていたので

すね。でも、そこをどういうふうに

reasoning（理屈づけ）していったらい

いかが分からない。 

○所 そうか、これが上村文書なんだ。 

○寺﨑 これが上村文書。 

○山本 そういう意味で週２回のペア

クラスが大きいですよ。ペアクラスを維

持するには、嘱託講師を導入するしか方

法がない。 

○青木 やはり全カリは教育の現場に

つながっているところから起こってい

るのですよね、すべての話は。だから結

局、何で旧来の、多くの大学で今でも行

われているけれども、普通の外国語教育

がうまくいかないか、一般教育における

外国語教育がうまくいかないかが分か

りますね。結局、人数のこともあるけれ

ども、ひとりの先生がやってきて、週１

回授業をやって、しかもあまりコントロ

ールされていないので、その先生が好き

な、例えば小説をテキストとして読んで、

次の時間帯は全然違う人が違うテキス

トを読んでいるみたいなことをやって

いる。 

 それではだめだと。やはり一週間何コ

マか、コマ数はまだちょっといろいろ議

論があるけれども、何コマか、とにかく

全体としてこういうプログラムに基づ

いてやっていけば、全体として力がつく

と考えた。そのためには、しかし学生を

きちんと把握しなければいけない。その

ためには、ひとりの先生が少なくとも週

２回、同じクラスを持って、学生を個と

しても把握するというようなことをや

らなければ、このプラン全体がうまくい

かないのだという、それがやはり学生の

ためになるというようなことがある。 

 しかも、けっこう回転早く学生の実力

とかが上がって、例えばクラス展開もし

やすくするように、半年ごとに答を出し

て、やりましょうというので、さっき寺

﨑先生が言われたセメスター制の問題

も出てくるわけだ。やはりペアクラスみ

たいなことを考えると、非常勤の兼任講

師の先生だと、なかなか週２回来てくだ

さいといっても、現実の問題として非常

に難しいということになる。そこで、う

ちの大学に基本的には専念してくださ

る方が必要だというようなことで、やは

り嘱託講師といった制度が必要なのだ

と。全部が現場にかかわる、学生を見な

がら、これこれが必要だというふうに言

っているので、そこのところはやはり強

いですね。 

○庄司 現実に２コマやる人を４人、５
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人とお願いするか、やはりおひとり８コ

マないし 10 コマやっていただくかとい

う、その違いですから。 

○寺﨑 大違いですよ。 

○庄司 全然違いますよね。 

○寺﨑 ひとつ自慢させてもらってい

いですか。「嘱託講師」という名を思い

ついた理由です。最初、準備委員会が出

した全カリの大枠を記した「グリーンパ

ンフ」での名称は契約教員だったのです

ね。どうも「パートの教員」というのに

近い、これはだめだと思って、ずっと歴

史を思い出していたのです。そうしたら、

かつて帝国大学で、教授は講座を担当す

る。助教授は講座を担当することができ

るけれども、もらう給料は半分だと、こ

うなっていたのです。ただし、外国人し

か担当できない講座があるのですね。こ

れは外国人教師に頼むけれども、それを

「嘱託講師」と称するとなっていたので

す。それを思い出して、「それだ、あれ

がいい」と当時の言語部会長の実松克義

先生に言ったら、もう大賛成して下さっ

た。 

○青木 初代言語部会長ですね。 

○寺﨑 初代言語部会長。契約教員なん

てやめなさい。あれは東大紛争のときに、

佐藤首相が言った言葉なんだよ、やめや

め、と。 

 

[教育評価の問題] 

 

○青木 さて、そろそろ次の話題に進み

ます。もうすでにちょっと話は出ていた

のですが、例えば、全カリが特色ＧＰに

申請して、最初２回はだめで、最後３回

目に立教科目で通ったみたいなことが

あったわけで、必ずしもＧＰだけではな

いのだけれども、やはりカリキュラムと

してやっている以上、それに対する評価

という問題があって、いわゆる教育とい

うようなものをどういうふうに評価す

るか。内部でもいろいろ点検したりする

し、というようなことを、少し寺﨑先生、

初代部長というお立場だけではないか

もしれないけれども、言っていただけれ

ば。 

○寺﨑 特色ＧＰは、もうさっき話に出

たからいいでしょう。結局、最初に落ち

た理由がだんだん分かってきたのです

けれども、ペーパーレフェリーの点数は

疑うべきもなくトップに近かったそう

です。誰も、あれが落ちるとは思わなか

った。ヒアリングのところで落とされた

というのに近い。本当に、ひどい。 

○庄司 そうでしたよね。思い出したく

ないくらい。 

○寺﨑 先生も覚えておられるでしょ

う。びっくりしました。質疑応答時間の

過半が質問で、こっちの側が response

するチャンスを与えられなかったので

すよ。 

 第二回目の言語で申請したときは、

「立教は、よくできる学生を連れてきて

しゃべらせた、あれがいけない」という

意見が出たというのです。これも、なぜ

か分からない。要するに、審査過程が現

実に行われている場面、磁場と言います

かね、ここで理性的な判断の評価とはち

ょっと違う面が出ているのではないか

と思います。皮肉なことに、僕が全然関

係しなくなったらちゃんと通った。 

○青木 ただ、評価の問題について言え

ば、そういう個々の評価には、やはり変

な、かつての福田首相ではないけれども、

天の声にもときどき変な声があるとい

ったような部分って確かにあるので、一

回一回のことに一喜一憂する必要はな

いのだけれども、ただ、僕はそのころは

総長室にいて、具体的な申請準備の過程

とか、あとの反省会とかを少し横で見て

いて、やはり自分たちがやってきたこと

をどう客観化するかということについ

て、これは全カリだけではなくて、立教

大学全体がやはり弱いという気がしま

した。だからそういう意味でも、全カリ
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は、立教全学がかかえているいろいろな

状況を、先進的に自覚して変えていく努

力をしている部分だと思うのだけれど

も。 

 やはり立教大学全体が、自己点検とか

でも、きちんと例えば数字に成果をどう

残すかとか、どういうふうにきちんとリ

ストアップしておいて、人にすぐ見える

ような形で見せられるとかといったこ

とが遅れている。立教って、実はやって

いることは各部局、全カリを含めてすご

くいいのだけれども、それをうまく客観

的に示すことができないというところ

がある。全カリはある意味で非常に立教

らしい組織なので、一生懸命頑張ってや

って、やっていることに一所懸命になっ

ているのだけれども、それをどうやった

ら上手に、言葉はきついけれども、売っ

ていけるかというようなことについて

は弱さがある。 

○寺﨑 一番弱かったのは授業評価が

行われていなかったことだったのです

ね。それは困る、というので、今の大学

教育開発・支援センターができて、授業

評価は全カリから継続的にやる体制が

できた。大きかったですよね。このセン

ターの設立は大きかった。おそらく今後、

認証機関による評価も、結局、よくなる

のではないですか。全カリで去年なさっ

た外部評価、これは、全カリでしたいと

おっしゃったので、私も協力させていた

だいたのだけれども、僕はよかったと思

いますよ。来た人たちがすごく手だれの

人たち、言うなれば。 

○青木 ここにある報告書に載ってい

たやつですよね。 

○寺﨑 はい。このメンバーは大学教育

学会で一緒にやっている方たちのなか

の、屈指の理論家ですよ。目次にありま

すでしょう、関根秀和先生が大阪女学院

大学の学長で、社会学のご専攻です。後

藤邦夫先生が物理学で、桃山学院大学。

田辺洋二先生は英語教育ですね。吉田文

先生がメディア教育開発センターで、教

育社会学。足立さんはいま立教に勤務し

ています。当時ベネッセの『Between』

の編集長だった。そして坪野谷さん。こ

の評価は、中身がすごく充実しているし、

レベルが高いと思います。 

この方たちの評価のなかで共通に指

摘されている問題のひとつが、リベラル

アーツ教育のシーケンス、学習順序とい

うものをどう付けていくかということ

です。全カリは自由に展開して、学年の

枠に縛られず、いつ取ってもいいですね。

他方、そういう学習にも順序というもの

があるべきではないかという問題があ

って、現在の制度でいいのだろうかとい

う話。これは共通している指摘です。 

 ただ、評価委員全員がやはり感心した

のが、組織のあり方ですよ。よくこれだ

けの組織ができている、これだけは、み

んな一言もない。 

○青木 褒められるのだけれども、これ

は多分に教職員のある種の努力という

か、やはり相当な努力によって支えてい

るわけで。 

○庄司 作ったけれど、誰もついてこな

かったというのではなくて、やはり作っ

て、ちゃんと続く組織なのだから、私は

すごいと思ったのと、それから全カリ事

務室にいろいろな大学が話を聞きに来

るのですよね。だけど、聞いて、びっく

りして帰ってしまう。参考にならないっ

て。 

○寺﨑 そう、参考にならない。 

○庄司 「やれない」って、はっきりそ

の場で言って帰られるというところが、

けっこうあった。 

○青木 「いやあ、うちではできません

ね」というのが、よく出るせりふなんで

す。 

○寺﨑 本当に、「ああ、とてもできま

せん」と。今でもまだ全学出動態勢って、

あちこちの国立大学なんか言っていま

すからね。おとといまで、大学教育学会
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の大会が金沢大学であったのですよ。全

学出動態勢、久しぶりに消防署みたいな

話を聞いたと思って、びっくりしました。 

 それともうひとつは、科目の並べ方な

ら同じようにできると言うのです。でも

先生方が本気にならないし、だいたいこ

ういうふうな組織にならないと、みんな

言いますね。 

 

[発足から安定へ] 

 

○青木 さて、そろそろ、残る課題に行

きます。山本先生には、これからの全カ

リということで、この先どんな変化がと

いったようなことを、今日の話も含めて、

最後にちょっとうかがえたらなあと思

いますけれども。 

 それでは、寺﨑先生、所先生、庄司先

生から、まず全カリに部長としてかかわ

られて、実は部長以外の形でも、相当程

度長く皆さんかかわられたわけですが、

かかわられて感じられたこと、それから、

もう少し大きく、では、それが例えば日

本における大学教育にとってどういう

意味があるのかとかいった点でお感じ

になったことがあれば、それぞれ少しず

つお話しいただいて。最後は山本さんに

お渡して、今後のことにつないでしゃべ

ってもらおうというなかなか難しい課

題です。では、寺﨑先生から少しずつ。 

○寺﨑 もうさんざん発言しましたの

で、短く言います。思い出すと、ちょう

ど全カリが発足したころから、特に経済

界が初めて一般教育、教養教育が必要だ

と言い出したのは大きかった。オウム真

理教の事件のちょっとあとで、あれで宗

教に関する意識が高くなってきた。どう

したらよいか。それから、おそらく企業

自身がバブルのころに偏差値だけを頼

りにめちゃくちゃに採った人材に対し

て、失望し始めたという時期だったと思

うのです。産業界の方も困っていた。そ

のＳＯＳの信号に、いわばぴたっと合う

ものを立教は始めてしまったという事

実があると思いますね。だから、大きい

環境の流れから言うと、さっきからお話

に出ているように、今はさらに教養教育

については社会的ニーズが高まってい

る。これはもう明らかなことです。いつ

まで続くかという問題はありますが、で

も明らかなことだと思います。 

 立教にとっては全カリ発足という試

みは、とてもよかったと思います。つま

り、時流、時代のニーズというものを、

思わず知らず先取りしてしまっている

というところがあるのですね。この「思

わず知らず」というところが、いかにも

立教的なのです、僕に言わせると。立教

のように、お酒にたとえると、ぼこっぼ

こっと醸造の樽みたいなところがある

大学はあまりないのですよ。ボトムアッ

プで始まり、ボトムアップで動いていく

でしょう。これはとても珍しいスタイル

だと思いますね。全カリもそのひとつだ

ったのではないでしょうか。あのころの

エネルギーとか、それ以後も続けられた

不可視の未来に対する意識というのは、

やはり伝統の所産ではないかなと思っ

ているのですけどもね。 

○所 私、部長になる前に運営委員で、

総合の方の担当をしておりました。先ほ

どの半期制ですよね、あれは言語の方の

条件設定に大きな役割を果たしたとい

う話が出ていて、あれは総合の方でも重

要な意味をもっていたと思いますね。 

○青木 半期。ああ、セメスターね。 

○所 半期。あれで、科目のテーマ性が

強くなって、言うなれば新書版みたいな

イメージになったのだと思いますね。そ

れで足軽になったし、次の立教科目とか

時事科目への足がかりになっていった

のだろうと、いま、あとのことを拝見し

ながら考えていたのですが。 

 当時は、小委員会でその構想や総合Ｂ

の話をしたりしていました。ですから、

私、部長としては、できあがって、お膳
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に出てきたものを

引き継いで、あと

はそれをとにかく

壊さないように守

って、守りの態勢

に入って、それで

庄司先生に引き継

いだと、こういう

感じで、あまり積

極的に何かをやっ

たという記憶がないですね。 

 １つか２つ、そう２つほど、かなりは

っきりしたイメージで覚えている。ひと

つは、人権科目を新しく増やそうという

話になりまして、そのときに、部長会で

の立場もあったのだと思いますが、運営

委員会で、これはとにかく他を何か削っ

て入れろ、ただ増やすのはだめだといっ

て、僕は断固頑張ったのです。それは、

ひとつには、やはり人権科目をどれだけ

重要と考えるかという方向性の問題が

あるので、ここでただ増やすだけなら、

なんてことはない。他と入れ替えるから

示しがつくのだと言って頑張って、だい

ぶ嫌われましたけれども。それで結局な

んとかなった。 

 もうひとつは、ある研究室の中でだい

ぶいろいろと文句が出て、リーダーも嫌

気がさしてきたということがありまし

てね。僕は、ここでつぶしちゃったら、

全カリ全体がつぶれるからだめだと直

接伝えたことがありました。 

○山本 何年ごろですか、それ？ 

○所 何年ごろだろう。僕は部長を３年

間しかやっていないから。いつごろだろ

う。1999 年の頃でしょうか。 

○寺﨑 なるほど。 

○青木 たしか寺﨑先生のときは、初代

でいらしたので、部長が非常に実務的な

ところまで、本当に細かいところまで、

変な言い方だけれども、手を出していた

だかないと、どうにもならなかった。一

応枠組みができたあとというのは、部会

長が実務的なところを相当見るように

なっていて、逆に部長としては、ここは

危ないというか、そういう、ある意味で

は難しい問題だけ残っている。 

○寺﨑 所先生のときは問題がローカ

ルに起きたわけですね。私たちの時代は

ローカルの話はほとんどないですよ。 

○青木 全面戦争です。 

○所 話がなんか細かいところになっ

てきたね。 

○青木 でも、そこは大きいですよ。 

○所 崩れかねないですからね。これを

とにかく、穴を見つけてはふさぐという

ので。そういう時期だったなあと思いま

すけれども。それでとにかく３年間は守

って、そのあと発展させたのは庄司先生。 

 

[全カリは参加型の演劇] 

 

○庄司 私は正直言って、もともと教養

教育にすごく関心があるとか、そういう

ことではなく、なにか本当に分からずに

学部から送り出されて、全カリの前身の

準備委員会にかかわるようになって、し

かも運営委員も２年間やったあと、一度

学部に戻っていましたけれども、また送

り出されて、みんなからは返り咲きとか

言われて、それで思いのほか長く全カリ

にかかわることになったのです。 

 でも、その間ずっと、寺﨑先生のご苦

労を、さっき申したように見ていて、あ

あいう大変な仕事をそのあと引き受け

る先生がおられるのだろうかと気にし

ておりました。所先生がお引き受けにな

ったと聞いたときは、正直言って、よく

お受けになったと思って、無責任にほん

とそう思っていたのです。まあ、本当に

ありがとうございますという感じでね。

だから、私、自分が本当に部長をやると

いうことは、言われるまで爪の先ほども

考えたことがなくて、本当に悩みました

ね。 

 だけどやはり、あとで考えると、全カ

所 一彦 
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リというのは、最初は部長はもちろん先

生方がこれまた大変だったけれども、私

のときはさすがにもう違っていました。

今、全カリ第２ステージと言っているの

に、私は部長に就任してすぐの『ニュー

ズレター』で、もう第３ステージに入り

ましたなんて書いちゃって、ちょっとど

うしようと思っているのですけれども、

そのくらいもう、ある程度形はできてい

たのです。しかも、事務局がもう本当に

強力ですから、これははっきり言って、

部長会の学部長の先生方はお気の毒と

いう感じ。私たちは楽というくらいにね。 

○所 それは大きいね。 

○庄司 それがあったのですよ。それで

私もなんとか務まっていたと。そのなか

で、私はあまり大きな改革をうんぬんと

いうことは、自分自身が考える力もあま

りなかったと思うし、むしろいろいろな

発明品を作ってくださる青木先生以下、

いろいろな方がおられました。ただ、ル

ーティンのなかで細かいところを見て

いくと、やらなければいけないのではな

いかと思うことはものすごくあるとい

うことが分かって、さっきちょっと話題

にしたように、ガイダンスもやらなきゃ

とか、履修のチャートがないと学生はう

ろたえるだろうとか、細かいことをいろ

いろやって、それから兼任講師を厳密に

ちゃんと選ぼうとか、そういうことを通

じて、逆に学部にメッセージを伝えてい

こうとか、そういうことを相当意識して

やったのです。 

 そういうすごく丁寧な、みんながいろ

いろなことを、すごいエネルギーをかけ

てやっているのを見て、私はだんだん、

どこか全カリって本当におもしろいと

思うようになったのです。何と言うか、

立教らしさをみんなで演じる壮大な舞

台みたいな感じの、何と言うか参加型の

演劇というのがあるじゃないですか。あ

あいうイメージ。 

○青木 みんなが役者になっちゃう。 

○庄司 そういう感じを本当にもつよ

うになって、これはすごいことだと思い

ましたね。 

 だから私は、全カリというのは壮大な

ＦＤ機構だ、と言っていたのですけれど

も、私個人にとっても、やはり自分の立

教教員としての成長のプロセスに、もの

すごくぴたっとはまっていて、全学的な

視野でものを見るとか考えるというこ

とは、全カリにかかわらなかったら、な

かったかもしれない。立教にはよく言わ

れるいくつかの全学交流システムがあ

って、ひとつは入試でみんなシャッフル

されていろいろな人と出会う。それから

労働組合があるので、あそこで学部を越

えた人と付き合う。でも、全カリほど他

所の学部はそうなんだということを教

えられる場というのはなかったのです。

だから、私はそういう意味では自分にと

ってもやはり成長の場所というふうに、

本当におせじでなく、心からそう思って

います。 

 それから最後に思ったのは、まさか山

本先生にこんな大変な変動期にバトン

をお渡ししたとは、そのときはあまり思

っていなくて、大変だとは思うけど、私

よりも実務能力もすごく高い方だし、と

いうくらいに思っていたのですけれど

も、こうなってくると、やはり全カリ部

長というものの意味が変わらないとい

けないのかなと、本当に思いました。相

当、強大な力をもった、各学部の学部長

よりもさらに強い力を持った全カリ部

長が必要になっています。今までは、す

くなくとも私のところまでは、全カリ部

長というのは、学部長と事務部長の間く

らいにいるんだみたいな感じが、やはり

多くの人の認識のなかにあったのです

よ。特に、誰から選出されているのでも

なく、総長からお声をかけられたという

ような選ばれ方から言っても。それから、

同じ教授会のメンバーみたいな意味の

仲間がいませんからね。学部長のところ
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に学部教授会があるというのとは全然

違う。 

 今度、委員会の答申でも出たように、

各学部からやはり１人ずつでも、そこに

出てくる人というのは、やはり精鋭の、

本当に学部長くらいの委員でないとね。

その横断教授会を率いるには学長に並

ぶ副学長クラスのというくらいの、そう

いう全カリ部長がいないと、次のステッ

プはもたないのではないかな。ちょっと

これは言い過ぎてしまって、こんなこと

を載せるかどうかは別として。 

○青木 みんな、そう言いながらどんど

んしゃべってる。 

○庄司 言いたいことを言ってしまっ

た。 

○所 そう言われて思い出しました。た

しかにね。でも、そうなる筋というのは、

最初からあったね。部長会のなかでの重

きをなす度合いというのは大きかった

っけ。寺﨑先生のときから。 

○寺﨑 大きかったですよ。 

○庄司 先生はそうだった。私はそうい

うことを伝えられていましたから。所先

生が、やはり全学を見る立場で常に発言

しておられたからと。 

○所 そうせざるをえないんだもんね。 

○寺﨑 むしろ、他の学部長から気を使

われたという印象があります。全部、案

件がこっちにかかわってくる。僕がなん

とか言わないと進まないという部分が

あって、なかなかよかったです。所先生

は、就任されてから半年くらいたったこ

ろ、すごく顔色がよくなられた。 

○青木 すごいね。全カリ部長になって、

顔色がよくなった。 

○所 法学部長になったときは、顔色が

悪くなった。だから全カリ部長の話があ

ると言ったら、家内がえらい怖がって、

「法学部長のときはひどかった。やめて

くれ」って言っていたのですけれども。

塚田総長に、「いや、あれとは立場が違

う」。もうすでに全学を代表する結論が

出ていて、学部長の時のような部長会と

教授会の間の板挟みで苦労するという

ようなことはないと言われて、ちょっと

返答に困って。 

○寺﨑 本当にそうですよね。 

○所 やはり、強いのですね。全学から

の代表の議論を整理して発言するって、

やはり強いのです。 

○青木 だから、それを聞いて思うので

すが、今はちょっと第２ステージで難し

い議論になっているので、例外的なのだ

けれども、組織図上はもう、部長会メン

バーのなかであれほど強い部長はいな

いですよね、本当に。組織図上そうなの

です。だって、誰からも攻撃されないの

だから。 

○寺﨑 そうなんです。 

○青木 それで山本さんがいま、どれだ

け苦労しているかという話を最後にう

かがって。 

○寺﨑 ちょっとひとつだけ付け加え

させてください。事務局の方たちの強さ

という点ですが、当時、僕は、他所の大

学の人に一番うらやましがられたのは、

やっていることがみんな非常に新しい

でしょう、例えば、どうして体育実技を

スポーツ実習にしたかとかいうふうな

ことから始まって、外国語の言語の履修

の仕方、その他、嘱託講師とは何か、そ

のようないろいろな点について、いろい

ろな大学の人が電話をかけてきて、聞い

てきたらしいのです。そうすると、出て

きた職員の人たちがものすごくよく知

っているというのです。先生がいなくて

も、本当に詳しく教えてくれるって。 

○庄司 先生より知っている。 

○寺﨑 本当に何度も褒められました

ね。あきれられました、むしろ。ずっと

それはいままでも続いている。 

○青木 僕も含めて皆さんそうだと思

うけれども、全カリの経験のすごく大き

なところというのは、教職員が、俗な言

葉で言えば、どうやって協働するかとい
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うことを体験するところでしょう。これ

はたぶん全カリを少しまじめにやった

人間だったら、みんなそう思うと思いま

すね。そこは本当に僕もいい経験をさせ

てもらったと思うのだけれども。 

 

[全カリ第２ステージ] 

 

○青木 時間も迫っているので、では山

本先生、ちょっと将来展望も含めて。 

○山本 最初に立教における全カリの

位置づけについてですが、総長が替わる

たびに、全カリはどうなるのだろうとい

う心配をみんなしてきました。ところが、

総長はさすが総長で、全カリというのは

立教大学のなかにおいて非常に重要な

ポジションを占めているということは

すぐ分かる。結果として、いままでずっ

と、冷静に見て全カリに人も金もかけて

きていると僕は思っています。人という

のは、教員であると同時に、言われてい

るように職員の人、これはもう本当です。

しかもお金もかけている。というのは、

例えばいろいろなコマであったり、いろ

いろなことで、やっぱりかけていると思

うのですよ。結果的にそうなっている。

それを引き出しているのが全カリの力

だろうと思っています。 

 今、全カリに問われていることは、今

年度で 10 年目という全カリは、最初の

エネルギーでどんどん新たな仕掛けな

どを生み出していったというイメージ

がやはりあって、その後に行われている

改良に改良を重ねてゆっくりゆっくり

進むという以外に何かないのか、やはり

次の何かを編み出してほしい、生み出し

てほしいということが、やはりこの第２

ステージへのきっかけだと思うのです

よね。 

 例えば、すごく分かりやすい例で言え

ば英語です。英語はずっと、１週間に４

回やって、１年に８単位で、ぎゅっとや

る。「それはいいよ」と。ところが、そ

れでその次どうするのだということが

なかなか出てこない。その１週間に前期

４回、後期も４回で１年間で 8単位の中

身が、ゆっくりゆっくり変わるけれども、

最初、10 年前には非常に革新的な考え方

であったものが、今でもそうかというと、

たぶんそうではないでしょうと。 

 そうすると、そういうものに対する新

たな取組みというのはないのかという

ことを、たぶん問われているような気が

するのですよね。それが、全カリ第２ス

テージの議論が始まるきっかけとなっ

たのでしょう。それは残念ながら全カリ

側から大きく一歩歩み出しましょうと

いうふうになかなか出なくて、上から、

例えば単位数をどうするのだとか、全カ

リ全体をどうするのだとかいう問いか

けのなかで全カリ第２ステージの議論

が始まっているわけですね。 

 それが、だんだん形が見えてきた段階

で、先ほど皆さんのお話に話題として出

てきている極めて特異な運営組織が、こ

れから先もそれでずっと行けるかどう

か。これだけたくさんの学部ができて、

多くの学部では学部を維持するための、

最少の教員で学部を運営している。そこ

から、例えば運営委員を毎年２人お願い

しますということが、これから先も可能

なのだろうか、そういうこともわれわれ

としては解決すべき問題として突き付

けられているわけですね。だから、新た

な運営形態というものを考えることが

必要なのです。 

 そういうことをいろいろ考えていく

と、先ほどから言われている、全カリ部

長の立場というのは、やはり今までとは

違うだろうと思うわけですよね。 

 ひとことで言えば、総長の次とかいう

ふうな言い方もされているのですけれ

ども、やはり全学をまとめる、しかも教

養教育ですから、全学全体の共通のカリ

キュラムをまとめながら、全学に対して

どうあるべきかということを考える、そ
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山本 博聖

ういう立場の部

長なので、これは

なかなか、僕が言

うのも変だけれ

ども、やはりもう

ちょっとまとも

な、いわゆる大物

をもってこない

といけないとい

う感じで、そうい

うふうに、議論と

しては、いや僕の

考え方としては思うわけですよ。 

 そういうふうにきちんと詰めていく

と、僕もずっとこの全カリに参加してか

ら、全カリに育てられたという気はすご

くしているわけなので、全カリの仕組み

とか、全カリが何を目指しているかとか、

どうして全カリは特徴があるのかとい

うことは勉強して、自分としては理解し

ているつもりなのですけれども、そこか

ら次へどういう、いわゆる教育の革新、

そういう部分、あるいは運動体として何

を全学的に発信できるかという、そうい

うところは非常に重いなあと思ってい

るわけです。 

 さらに新たなエネルギーを生み出す

か、あるいは注入するか、そういう旗振

り役という意味で言えば、やはり全カリ

部長というのは、すごく大きな役割を期

待されているし、そういうポジションだ

ろうと思うわけですね。僕の場合はちょ

っと、部長会では全然違う役割を果たし

ているので。 

○所 いまだに運動体なのでしょうか。

確かに運動体だということを実感され

るようなエネルギーを持っていますか。 

○山本 それはやはり、それを思わない

ことには、毎日たぶんやれないと思うの

です。もうこれでいいんだと思うと、す

うっと。 

○所 そうだと思います。 

○山本 もう明らかに、それはそうなの

で。 

○庄司 だって、所属している人がいな

い組織なのですから。 

○所 それはそうだけどね。 

○山本 本当にそう思いますよ。まあ、

自分としてはそう思いながらも、自分を

はじめとして、周りがやはりきちんとし

ているからだと思いますよね。それでな

んとかもっているという。 

○所 チャプレン室委員会を思い出す

のですよね。あれはどのくらいの期間だ

ったかと思いますけれども、かなりの長

いあいだ運動体であり続けたのですね。

飯田チャプレンあたりが中心になって、

合宿なんかして、えらい議論して。 

○青木 委員会として合宿ですか。 

○所 そうです、チャプレン室委員会。

どのくらいで、合宿はやらなくなったん

だっけなあ。とにかく、長い間、運動体

であり続けるというのは、えらいことで

す。 

○山本 動いているんだということを

全カリに参加されている先生方も、ある

部分は感じてもらえて、そこで成長して

いかれる。具体的に言えば、われわれと

一緒に専門委員お２人ずつと部会長お

１人ずつ、執行部を構成していますが、

そのなかで先生方は明らかに、全カリ、

全学という視点からいろいろな物事を

発想されたり、意見を言われたりと。僕

からこんなことを言っては失礼なので

すが、明らかに成長しているということ

が見える。それは分かります。 

○所 対立の契機というのが常になく

ちゃいけない。 

○山本 楽なほうがいいことは、もう決

まっているのです。 

○所 そうなんですよね、ええ。 

○山本 大きな問題を、もう、どんと突

き付けられて。 

○庄司 小さなことに見えても、例えば

私なんか、総合が一番悩みというか、心

配の種ですよね。言語は、言語の先生と
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いうのがおられるけれども、総合という

のは、もう裾野が全学部の教員。そうい

うなかで、去年私、すごくうれしかった

のは、メルマガが来るようになったじゃ

ないですか、総合の。 

○山本 総合部会長の上田先生からね。 

○庄司 ああいうことというのは、「あ

あ、やればやれるんだ」みたいな。 

○青木 まあ、上田さんらしい切込みで

すよね。 

○庄司 そうね。でも私は、あれうれし

かったです。つまり、全教員に総合から

メールが来るわけですよ。それで、今こ

ういう状況ですと。 

○青木 いま、こういうのを募集してい

ますとか。 

○庄司 ああいうのが来るというのは、

すごいことなのですよ。私はやっぱりす

ごくうれしかったのに、出す方は、本当

にもう遠慮がちにね、「こんなのもらっ

てびっくりなさる先生もおられるかも

しれません」なんて書いて送ってきてく

れて、なんか申し訳ないなあと思うよう

な。ああいうのは、本当にすごいなあと

思いますよ。やっぱり少しずつ着実に新

しいことをちゃんと進めているから。だ

から運動体なんですよ、やっぱり。 

○青木 さて、今日はこれくらいで終わ

りにしましょうか。どうもありがとうご

ざいました。 

 

[2006 年 11 月 23 日（木） 

池袋キャンパス12号館２階応接室にて] 




